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北部まちづくり実践交流研修会兼事務手続きマニュアル説明会
時間　２月１８日（月）１９時から２１時（開場１８時３０分）
会場　北部市民センター　多目的ホール
ここ福山市北部地域でも，各まちづくり推進委員会では，それぞれ趣向を凝らした活動をされています。今回は宜山学区，広瀬学区にまちづくりの紹介をしてもらいます。相互に他学区の取組に学び合い，さらなる協働のまちづくり事業の充実をめざします。

どなたでも参加いただけますのでぜひご参加ください。
１．実践発表
　　　まちづくり推進委員会（宜山学区・広瀬学区）
　　　２学区のまちづくり推進委員会の活動状況について紹介していただきます。
２．講演総括
　　講演テーマ「他学区のまちづくりから我がまちの活動
　　をみつめ直そう」
　　前山総一郎さん（福山市立大学都市経営学部　教授）
講演と２学区の実践発表の講評をいただきます。
３．説明会
　　　２０１９年度事務手続きマニュアル説明
事務手続きのながれや提出していただく申請書・報告書等について説明を行います。質問時間もあります。

主催・問合せ　北部生涯学習センター
　　　　　　（電話　０８４－９７６－９４６０）
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講座・イベント情報
詳しいことは，実施館にお問い合わせください。
◆福山・府中などで活躍中のおやじバンド
「たそがれどんべえ」コンサート　
たそがれて思うこと！
■日時　２月２５日（月）９時３０分～１１時
■場所　福田公民館
■内容  「たそがれどんべえ」の３人が奏でる優しいメロディーとお話の心温まる人権コンサートです。
■入場無料
福田公民館　（電話９５８－３８５０）
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◆映画鑑賞会「泣きながら笑う日」

■日時　２月１２日（火）１０時～１２時
■場所　新市コミュニティセンター
■入場無料
新市コミュニティセンター（電話０８４７－５２－５５４１）
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◆「専門用語を使わない相続対策講座」
■日時　３月５日（火）１０時～１１時３０分
■場所　駅家東公民館
■相続対策の優先順位，成年後見制度など
■入場無料
駅家東公民館（電話９７２－４８４２）

◆「筋力維持のすすめ」代謝アップと転倒予防
■日時　２月２１日（木）１０時～１１時３０分　　
■場所　駅家西公民館

■持参物　室内シューズ・飲み物・タオル
　　　　　　（運動しやすい服装）
■入場無料・要申込み

駅家西公民館（電話９７６－２５４２）

◆「イノシシの生態と被害対策」
■日時　２月２７日（水）１９時３０分～２１時
■場所　網引公民館

■入場無料

網引公民館（電話０８４７－５２－５５４０）

◆相続・遺言手続きに関する行政書士等による無料相談会

日時　２月2３日土曜日1３時３０分から１６時３０分
場所　駅家コミュニティセンター　分館
電話　０８４－９７６－０４７０
相談はお一人４５分間です。
予約は前日まで受付けます。
・遺言を書いておきたいが，どう書けばいいかわからない。

・最近，親が亡くなったのだけど，何をすればいいかわからない。
秘密は厳守いたしますので，安心してご相談ください。

中国映画上映会報告
１月２６日（土），北部市民センターで中国映画上映会をしました。
上映に先立って，「中国帰国者に関わる歴史と現状を考える」をテーマにパネルディスカッションを開催しました。福山市中国帰国者をささえる会の客本牧子さんをコーディネーターに，パネリストの中国・四国中国帰国者支援・交流センターの金山梅子さん，谷本由利さん，広島大学大学院総合科学研究科準教授の河本尚枝さん，福山市立大学都市経営学部準教授の牧田幸文さん，中国帰国者３世の石井美芳さんから，それぞれお話を伺いました。
中国・四国中国帰国者支援・交流センターの金山さん，谷本さんからはセンターの活動報告，広島大学の河本さんからは，広島県からの満州移民の歴史，福山市立大学の牧田さんからは，６５歳以上の中国帰国者を対象に実施した生活実態調査（聞き取り）から見えてくること，中国帰国者３世の石井美芳さんからは，日本に来て困ったこと良かったこと，中国帰国者３世として地域で助けられながら子育てに奮闘していることなどをお話ししていただきました。

　続いて，実話をもとに作られた「ソ満国境　１５歳の夏」を上映しました。東日本大震災により，仮設住宅での生活を余儀なくされている中学３年生の放送部員たちのもとに，中国北東部の小さな村（元満州）から，ぜひ取材して欲しいと招待状が届きます。期待と不安を胸に中国に旅立った中学生に，招待状の送り主の村の長老の口から語られたのは，国策として満州に渡った開拓団の少年たち１２０人の壮絶な体験でした。

　また１月２１日（月）～２６日（土）まで「満蒙開拓団関連資料パネル展」を同時開催しました。
戦争が終わって７０年以上過ぎた現在も，戦争の影響の影響を
受けている人たちがいます。ヒロシマで庶民の被爆体験が語り継がれているように，満州移民についても庶民の歴史に目を向け，語り継いでいくこと，そして，中国帰国者が現在どのような問題に直面しているのか，地域でともに暮らす生活者として，
私たちにできることは何か考えることが必要ではないでしょう
か。


■福山市北部市民大学　第２９期受講生募集のご案内

１．目的　人間尊重の精神を基底として，心のふれあいによる親睦と友情を育むとともに，潤いと生きがいのある生活を創造するために必要な知識や生活技術の向上を目的とします。
２．開講期間　２０１９年４月１日から２０２０年３月３１日　　４月６日（土）入学式
３．開講場所　北部市民大学（駅家福祉センター内）
４．◆普通科の開講日程
■科目　園芸（野菜）　　開講日　第１・３火曜日　１３時３０分から１５時３０分　　講師　藤本大生　　定員　５０人

■科目　木版画　　開講日　第１・３木曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　渡辺　眞造（日本版画会会員）　　定員　３０人

■科目　書道漢字　　開講日　第２・４月曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　江草　有山（悟）（日本書芸院）　　定員　４０人

■科目　書道かな　　開講日　第１・３金曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　瀬尾　可南舟（薫）（糸の会）定員　４０人

■科目　民謡（本條流）　　開講日第１・３金曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　江草　郁子（本條輝佳）（民謡さざなみ会）　　定員　４０人

■科目　俳句　　開講日　第２・４木曜日　午前９時30分から１１時３０分　　講師　山崎　英治（俳人協会）　　定員　４０人

■科目　古典（徒然草）　　開講日　第１・３金曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　落　健一　　定員　８０人

■科目　生け花（嵯峨御流）　　開講日　第２・４金曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　桑田　美紀子　定員　３０人

■科目　陶芸　　開講日　第１・３水曜日　午前９時30分から１１時３０分　　講師　桑原　みさ雄（日本工芸会中国支部）　　定員　４０人

■科目　油絵　　開講日　第１・３火曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　和田　貢（日展会員）　　定員　３０人

■科目　演歌（カラオケ）①　　開講日　第１・３木曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　藤川　陽子（さざなみ会会長）　　定員　５０人

■科目　演歌（カラオケ）②　　開講日　第１・３木曜日　午後１時３０分から３時３０分　　講師　藤川　陽子（さざなみ会会長）　　定員　５０人

■科目　写真　　開講日　第１・３月曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　三谷　豊（仁科会写真部会友）　　定員　４０人

■科目　水彩画　　開講日　第２・４火曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　村上　幸子（東光会会員）　　定員　３０人

■科目　吹き矢　　開講日　第２・４木曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　大原　正教・敦子（広島県吹矢レクレーション協会）　　定員　５０人

■科目　ペン習字　　開講日　第１・３水曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　寺岡　照芳（現代ペン習字研究会）　　定員　３０人

■科目　シンプルヨーガ　　開講日　第１・３金曜日　午後１３時３０分から１５時３０分　　講師　佐藤　多美（シンプルヨーガ師範）　　定員　４０人
■科目（新）絵手紙　開講日　第２・４火曜日　午前９時
　３０分から１１時３０分　定員３０人

◆総合科の開講日程（普通科にも申込ができます）

■科目　竹工芸　　開講日　第２・４金曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　門田　篁玉（頼男）（日本工芸会）　　定員　４０人

■科目　謡曲（観世流）　　開講日　第１・３火曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　柳井　保人　　定員　４０人

■科目　詩吟（錦城流）　　開講日　第２・４火曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　小山　錦日（日出子）（錦城流大師範）　　定員　４０人

■科目　パッチワークキルト　　開講日　第１・３水曜日　午前９時３０分から１１時３０分　　講師　坂光　眞由美（日本手芸普及協会）　　定員　４０人

■科目　紙バンド手芸　　開講日　第２・４火曜日　午前９時30分から１１時３０分　　講師　井上　美紀子　　定員３０人

■科目　コーラス１（ポップス・唱歌）　　開講日　第１・３月曜日　午後１時30分から３時３０分　　講師　井上　美保子　　定員５０人
■科目　コーラスⅡ（わらべ歌・唱歌）　　開講日　第２・４月曜日　午後１時３０分から３時３０分　　講師　井上　美保子　　定員　５０人

■科目　粘土アート　　開講日　第２・４木曜日　午後１時３０分から３時３０分　　講師　重政　信明（日展会友）　　定員　３０人
この他に，全学生対象の教養を開催します。陶芸家は月２回の授業のほか窯焼き作業があります。
５．入学金・学生会費　８，０００円（入学金７，４００円・学生会費６００円）入学説明会当日納入してください。
６．受講料　受講料は入学金にふくまれています。なお，教材費などの実費は自己負担していただきます。（陶芸科は別途，窯維持管理費として３，０００円と使用にかかる燃料費が必要です）

７．修了証書　出席良好の方に，修了証書をお渡しします。

８．申込方法　北部地域の各公民館に申込書を備えていますので，必要事項を記入のうえ大学事務局または各公民館に提出してください。

普通科１科目と総合科との申込可（３月に２次募集を行います）
９．受講者の決定　申込者多数の場合，福山市北部地域の方を優先し，審議委員会で決定しハガキで通知します。
１０．入学説明会　科目毎に３月下旬に行います。決定通知のハガキで日時をお知らせしますので，必ず出席してください。
１１．申込期間　２月１日（金）から２月２０日（水）

北部市民大学　（電話　０８４－９７６－７６９２）
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たんぽぽ14８�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ごう),号)�をそのまま�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(よ),読)�むことが�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こんなん),困難)�な�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かた),方)�のために，�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(えいり),営利)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(もくてき),目的)�を�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(のぞ),除)�き�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ろくおん),録音)�・�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かくだい),拡大)�・�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しゃほん),写本)�などを�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おこな),行)�うことを�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(みと),認)�めます。




















